
受験体験記（総合技術監理部門） 
                               離島椿 
 
1・はじめに 
 このホームページには本当にお世話になりました。 
頂いた恩が少しでも返せないかと考え、拙い経験ですが参考になればと思い書きます。 
 ただ受験対策の基本中の基本はこの HP です。 
受験生の皆様は、ぜひ熟読をしてください。 
 
2・青本に対する取り組み方 
（1）全体の読み方 

どの管理のどの部分を読んでいるのか、分からなくなる場合がずいぶんと有りました。 
そのため常に目次に指を挟んで、前後の繋がりや全体の中での位置づけを確認しながら学

習をしました。 
 特に重点を置いて読んだ部分は、第 1 章です。 
 
（2）情報管理 
 情報管理の ICT 用語は横文字と略記が多くあります。 
英単語の意味を調べて付箋に書き、取れないようにテープで止めながら自分なりの読みや

すい青本にしていきました。 
 新聞などにも参考となるような図表を発見することがありました。 
切り抜いて、これもまたテープ止めをしていきました。 
 このような方法で、苦手な ICT 部分を理解していきました。 
参考書としては、「現代用語の基礎知識」を使いました。もう少し深くまでと考えた場合は、

手元のスマホを利用しました。 
 
（3）社会環境管理 
  青本と並行して、東京商工会議所編「eco 検定-公式テキスト」を利用しました。 
この本は左右のページの空欄に用語説明が有り、索引もしっかりとしていますので調べ易

く勧めの本です。 
 
（4）他の 3 管理 
  青本を中心に理解が出来るまで、納得がいくまで繰り返し読みました。 
 
（5）読めない時の対処 
 PMP さん販売の「青本読み上げ音声ファイル」を購入し、ウォークマンで聞きました。 



3・択一問題対策 
  過去問を繰り返すのは、当たり前の対策なので書きません。 
ですが知人から教わった、問題文を○×記号化することだけを書きます。 
 
 多くの問題は、正しいものを選べと誤っているものを選べとなります。 
前者の時、問題文の横に大きく○を付けます。後者の場合は×を付けます。 
 このように○×記号で問題を表現してしまうと、試験会場の雰囲気にあってもケアレス

ミスが大変に少なくなります。 
 是非とも試してみてください。 
 
4・筆記試験対策 
 文章の組み立て方は、当HPとAPEC様が書いた書籍にある図が最も参考になりました。 
また対策は、総合管理技術としてのリスクマネジメント手法と総監の頭づくりしかないの

ではと思います。 
 私の場合スキヤキ塾のセミナーに参加をしていません。 
ですが講義の内容を録画したものを購入し、何度も何度も、すがり付くように拝聴してい

ます。 都合をつけて、受講をお勧めします。 
 
 試験当日のポイントが１つあります。 
それは渡された問題文を後ろからめくるというものです。 
 実は２回目の受験だったのですが、初めての受験の時に普通に前からめくりメモ書きを

する余白を見つけられないままに試験終了となりました。 
 帰宅して問題用紙の後ろに A4 見開き（A3 に相当）というスペースが有ることを発見し、

ガックリとした経験が有ります。 
 問題文を理解しながらメモを取ったり構成したりできるスペースが有るか無いか、それ

はどこに有るのかを認識して筆記試験に臨んでいただければと思います。 
 
5・口頭試験対策 
 模擬口頭を受けるべきか、筆記試験通過を確認して直ぐにこの事が頭に浮かびました。 
私の年齢は 52 歳です。私が受講することで若い方の機会を奪うことになりはしないか。 
遠隔地に住んでいますので、受講するイコール最低でも２日は業務が不在です。 
後ろめたい気持ちが有りました。反対に合格したいという当たり前の願望もありました。 
 
 結局のところ、模擬口頭を受けることにしました。 
振り返ればこの判断が本当に良かったと思います。 
その理由を以下に箇条書きします。 



①試験に対する新しい傾向を教えてもらえる。（受講しなければナシ） 
②総監を分り易く、もう一度おさらいしてもらえる。 
③3 人の受講者と会うことができ、意欲が向上できる。 
④模擬を受けることで、口頭本番の雰囲気が分かる。 
⑤他の受講者の話が聞けて、長所・短所の把握が出来る。 
⑥私を含めると４人。それぞれに違うパターンで切り口を付けてもらえる。 
⑦評価をすぐにしてもらえる（当日の夜には評価が届く）。 
⑧評価を元に弱点が分かり、対策の方向性をつかむことができる。 
⑨結果として、正しい方向性を持って口頭対策ができる。 
 
模擬口頭を受けたお蔭で、試験本番は様々な切り口が有りながらも何とか試験管の方々

と会話が出来ました。 
 
 総監は一般部門とは別物です。 
模擬口頭を経験することで、さらに強くご理解して欲しいと思います。 
 
 簡単で当たり前の内容ですが、どなたかの一助になれば嬉しい限りです。 


